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はじめに 
 

アルミ箔業界では、1992 年に「Q&A アルミ箔は

地球にやさしい素材です｡｣のタイトルで地球環境

やエネルギーの有効活用などの観点から､アルミ

箔のリサイクルと環境問題について Q＆A を発行

致しました。この 1992 年の発行以来､地球環境や

エネルギーの有効活用に対する､社会的なニーズ

は一層高まり､循環型社会の構築に向けた具体的

な施策や取り組みが､国､市町村あるいは市民の

参加のもと､行われました。こうした動きを受け、ア

ルミ箔業界では、それらの施策や取組みと､私たち

アルミ箔業界の取組みあるいは今後の課題につい

て触れて 2000 年に一度改訂しました。この度統計

情報等について一部更新し 2 度目の改訂を行いま

した。 

アルミ箔は､遮光性､防湿性､バリヤー性及び熱

伝導､電気伝導性に優れた特長をもっており､食品

や薬品の包装材料､コンデンサ､電気機器製品の

部品､放熱板､断熱材､家庭用ホイルあるいは台所

用品など､人々の暮らしや様々な産業界において､

安全でかつ省エネルギーに適した素材として幅広

く活用されております｡ 

関連業界では､環境保護と資源のリサイクルを

重要な課題として受け止め､研究や具体的な対策

に取組み成果をあげています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルミ関連では、すでにアルミ缶を始め様々なア

ルミ製品のリサイクルが活発に行われ成果をあげ

ており､アルミ箔についても着実に対策が進められ

ています｡｢薄くて軽量であること｣を特長とするアル

ミ箔は､単体としての使用にととまらず､プラスチック

フィルムや紙などとその特長を活かしあって複合材

として多用されています｡複合材のリサイクルに関

しても課題をひとつひとつ解決し､社会的な使命に

応えていかなければならないと私たちは考えてい

ます｡ 

本 Q&A を改訂するに当たり､最新のデータを採

用すると共に､関心の高い容器包装リサイクル法､

リサイクル技術､安全性にも留意してまとめました。 

アルミ箔自体は燃えて灰になり､短期間で土に 

なる､安全で無公害かつ省エネルギーに適した 

‘‘地球にやさしい’’材料です｡ 

この｢Q&A｣資料がアルミ箔について更に理解を

深めていただくことに役立てば幸いです。 
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        アルミ箔は 

        どんな分野で役立っているのですか。 

 
 

 

 

 
 

 
アルミ箔は地球にやさしい素材として､食品･薬品･タバコなどの包装 

材料やコンデンサなど電気機器製品の部品用､建物の断熱用のほ 

か､身のまわりでは家庭用ホイルや台所用品など日用品として､幅 

広い分野で使用されています。

Q1. 

A. 



 
 

●2012 年度の日本におけるアルミ箔の使用量は､

約 10 万 5 千トンでした。用途として最も多いのは電

気機器用で全体の 48％を占めています｡包装材料

は 42％、日用品は 6%、建設用は 4%となっておりま

す｡ 

●包装材料にアルミ箔を使用すると外気や光､水

分などを通さないので品質を保持できます｡アルミ

箔で包装された食品や薬品などは､冷凍や冷蔵を

しなくても､長期間保存することができ､省エネルギ

ーにも大変役立っています｡ 

●さらにアルミ箔は､熱伝導性や電気伝導性に優

れていますから､フィン材(クーラー等の放熱板)やコ

ンデンサなど､電気機器製品の部品用として、ある

いは建物や機械の断熱材(輻射熱遮断)として使用

され､電力消費の大幅な節約に貢献しています｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●アルミ箔は美しく､衛生的です｡また簡単に便利

に使用できますので､家庭用ホイルや各種の容器､

台所まわりをクリーンにする多くの製品に使われて

おります｡ 

●アルミ箔で健康を害することはありません｡ 

WHO (世界保健機構)など世界的な公的機関では､

アルミニウムとアルツハイマー病との関連付けは

否定されています｡ 

●アルミ箔は各種のプラスチックや紙と貼合わされ

ることにより､さらに機能的な材料となります｡アルミ

箔複合材は薄くて軽く､他の材料と比較し少ない素

材重量で内容物の包装ができ省資源に役立って

います｡また､輸送エネルギーも少なくて済み､地球

環境の保護に適した素材として､家庭から宇宙まで

幅広い分野で使用され､皆様の身のまわりでお役

に立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品・薬品・ 

タバコ等の包装用 

４２％ 

●2012 年度 アルミ箔出荷量の需要分野別内訳 

電気機器 

４８％ 

日用品 

建設他 

6％

4％ 

内需 TOTAL  10 万 5 千トン 



 
 

アルミ製品のリサイクルの現況と 

効果について説明してください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルミ箔の製造工程で発生するアルミくず(アルミ箔単体)は､すべ 

て回収されアルミ資源として再利用されています｡ 

アルミ製品のリサイクルで代表的なものとして､アルミ飲料缶のリサ 

イクルが知られています。アルミ缶のリサイクル率は 2011 年度で 

92.5%にも達しています｡ 

この他にも｢車･トラック｣･｢窓のサッシ｣等で使用されているアルミ製 

品のほとんどが､回収･再生され再利用されています。 

Q2. 

A. 

日本全国世帯数 12 日分の電力 

（家庭電力料金で約 1,340 億円分） 



 
 

●アルミ製品をリサイクルし、再生地金として再資

源化するのに必要なエネルギーは､原材料の鉱石

(ボーキサイト)からアルミを作るのに比較して､わず

か３%ですみます｡アルミは再資源化のメリットが大

きい省エネルギー金属の代表ということができま

す｡ 

●アルミ箔の容器のうち､静岡県などの小中学校

給食の米飯用に使用されている容器のほとんどが､

給食後水洗いされて､学校でまとめて回収業者に

渡されます｡次いで二次合金メ-カーで溶かされて､

再生地金となり再利用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●2011 年度のアルミ缶のリサイクルによって 1 年

間に節約されたエネルギー量は、日本の全世帯数

の 12 日分と同じくらいといわれていることからみて

も、地球にやさしい金属といえます。 

●アルミの再資源化率は､自動車関係で 80-90%､

サッシで約 90%もあります｡ 

●日本は､アルミ地金のほとんどを海外からの輸

入に頼っていますが､アルミ製品のリサイクルで作

られる再生地金が、国内需要の中で大きな部分を

占めるようになっています｡すでに国内アルミ需要

全体の約半分が､アルミ缶などのリサイクルによる

再生地金でまかなわれているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

容器包装リサイクル法でアルミ箔製品  

の再商品化義務はどうなるのですか。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容器包装リサイクル法では､商品を入れたり包んだりする容器や包 

装材で一般廃棄物となる物は､再商品化の義務があります｡ 

このためアルミ箔複合材を利用した容器や包装材も対象になりま 

す｡但し､アルミ箔の比率が高いと､複合材でも有価物となりリサイク 

ルされて使われているため再商品化義務の対象外となっています｡ 

 

●アルミ箔製品には､アルミ皿のようなアルミ箔単体のもの

と､レトルトパウチのようなアルミ箔複合材があります｡このう

ちアルミ箔単体で作られたアルミ皿や簡易うどん鍋は､アル

ミに分類され再商品化義務の対象外となります｡ 

●アルミ箔と紙やプラスチックフィルムで構成された複合材

の容器､包装材は構成する素材のうち重量比率が最も高い

ものに分類されます｡例えばアルミ箔複合材の場合 

○アルミ箔が重量比率で最も高いと､アルミに分類され、 

再商品化義務の対象外となります。 

○プラスチックフィルムの重量比率が最も高い場合には、

プラスチックに分類されプラスチックとして再商品化義

務が生じます｡ 

○紙の重量比率が最も高い場合には､紙に分類され、紙 

として再商品化義務が生じます｡ 

●なおアルミ箔の家庭用ホイル及び台所用品は､容器や包

装でないことから容器包装リサイクル法の対象外です｡ 

●再商品化義務者となる特定容器利用事業者､特定容器

製造等事業者や特定包装利用事業者が自ら回収し再商品 

化するか､指定法人(公財)日本容器包装リサイクル協会に

再商品化を委託し､契約に基づいた委託料会を支払い､再

商品化を代行してもらうことで､再商品化義務を履行したと

みなされます。 

Q3. 

A. 



 
 

家庭からでるアルミ容器やアルミ箔複合 

材は､どのように扱われているのですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ごみの分別および回収の基準は､各市町村の処理事情で決められ 

ています｡ 

アルミ箔は厚みも薄く､燃えると灰になることから､市町村の大多数で 

は､｢燃えるごみ｣として扱われています｡ご家庭からごみを出される 

場合は､お住まいの市町村の決まりで出してください。 

 

●環境省が毎年実施している家庭ゴミの組成調査（平成 22

年度）では、アルミ箔は、食料品､飲料､薬品､タバコ等の包

装､日用品などを含めても温重量比（平均組成）は 0.1％に

すぎません。 

●アルミ箔を使用した容器や蓋のほとんどは､極めて薄い

アルミ箔と紙やプラスチックフィルムを貼り合せた複合材が

使用されており､使用後､可燃ごみとして焼却することができ

ます。厚いアルミ箔単体の容器であっても､燃えて灰(酸化

アルミ)となります。 

●市町村の多くは､ごみを｢可燃｣､｢不燃｣､｢資源｣､｢有害｣の

区分で分別･回収をしています｡この中でアルミ箔複合材は､

｢可燃ごみ｣として多くの市町村で扱われています｡ 

また､アルミ箔単体を｢資源ごみ｣としている市町村や｢不燃

ごみ｣として回収し分別センターなどで資源として選別したり､

学校や地域で集めたものをリサイクルに回している市町村

もあります｡ 

しかし､容器に食品などが付着していると､｢可燃ごみ｣に分

別する市町村もあります。 

Q4. 

A. 



 
 

アルミ箔複合材のリサイクルは 

どのように行われますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

アルミ箔の複合材は､容器包装リサイクル法で決まっている熱分解 

による油化･ガス化や高炉還元､固形燃料化などにより､再商品化が 

行われます｡また､この他にも各種の技術の実用化がすすめられて 

います。 

Q5. 

A. 



 
 

●アルミ箔複合材のうちプラスチックに分類された

容器や包装材は､容器包装リサイクル法で決まっ

ている油化･ガス化･高炉還元･コークス炉化学原

料化の方法により再商品化がはかられます｡ 

この中でも高炉還元は､コークスの代替として使わ

れ､その結果炭酸ガスの発生量が少なくなり､地球

温暖化防止対策としても有効といえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●アルミ箔複合材のうち紙に分類された容器や包

装材は､容器包装リサイクル法では燃料化が再商

品化方法として決まっています。 

紙に分類された容器や包装材を燃料化するには､

圧縮して適当な大きさの｢固形燃料｣として利用さ

れます｡燃料として紙だけよりも､アルミ箔複合材が

含まれていると高い熱量が得られるといわれてい

ます｡ 

●この他にも､炭化分離技術や､次世代焼却システ

ムとして熱分解ガス化溶融システムの実用化がす

すめられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

アルミ箔を使用した時の省エネルギー 

効果はどの程度ですか。 

 

 
 

各種容器の製造エネルギー消費量や運搬エネルギーを比較すると､ 

アルミ箔のバリヤー特性(気密性)を活かしたレトルトパウチ(カレー用 

など)では､ガラス瓶などと比べ､２分の１から５分の１のエネルギー消 

費量になっています。 

 

●各種容器における製造エネルギーの単純比較では､アル

ミ箔複合材を使用しているレトルトパウチは、ガラス瓶、金

属缶などとの比較でかなりの省エネルギーとなっています。

同じ 200mｌのガラス牛乳瓶と比較すると､レトルトパウチの

製造エネルギーは約５分の１であり､大幅な省エネルギーに

つながっています。 

 

●また､各種容器の運搬エネルギーの比較でも､アルミ箔複

合材を使用しているレトルトパウチは､同じ 200ml のガラス

牛乳瓶の約２分の１のエネルギー消費となっています。 

 

Q6. 

A. 



 
 

アルミ箔は燃やされているとのこと 

ですが問題ないのですか。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルミ箔は､家庭ごみとして公共の焼却炉で燃やされる場合には､完全 

に灰になってしまい､ごみ焼却の障害になることもなく､また炉を損傷す 

ることもありません｡ 

また､アルミ箔は一般に 7,400kcaｌ/kg(=31,000kJ/kg)程度の発熱量を 

出して燃焼するので､家庭ごみ焼却の助燃効果があります｡ 

(参考；紙類発熱量 3,800kcal/kg) 

 

●発熱量は燃やす物質によって異なります｡一般にごみに

含まれる他の物質と比較すると､アルミ箔は､紙類や木材の

およそ２倍の発熱量があります｡プラスチックフィルムとの複

合材では､更に発熱量が多くなります｡ 

アルミ箔は単体でもプラスチックフィルムとの複合材でも､焼

却炉内の燃焼温度を高めるので､ダイオキシンの発生を減

少させる方向に働きます｡ 

●市町村の公共の焼却炉温度は､ダイオキシン発生防止

のために800℃以上(新炉では850℃以上)で焼却することが

決められています。 

 

 

 

 

Q7. 

A. 



 
 

埋立処理されたり､灰になった 

アルミ箔はその後どうなりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

アルミは土から生まれ土に戻ると言われているように､土壌に放置され 

た場合４-５年でほとんど浸食され土に還ります。 

 

●アルミは地殻構成元素のなかでは､酸素､珪素についで

多く約８%を占めています｡従って水､空気､動植物には自然

にアルミが含まれています｡ 

●アルミは元来人体に無害の金属であることと､酸化しやす

く、土に還る素材であるため､アルミ箔そのものや焼却後の

灰が環境を汚染することはありません｡ 

●アルミ箔に一般的に使用される材料のテスト結果では､ 

10年間の大気暴露による平均浸食の深さは１-１０マイクロ

メーター(μm)､土壌試験では１０-５０マイクロメーターでした。

環境にもよりますが､アルミは土壌に放置された場合､１年

間に数マイクロメーター程度浸食されると推定されます。こ

のことにより､厚さ６-１０マイクロメーターのアルミ箔では４-

５年程度でほとんど浸食され､アルミナとなって土に還ると

考えられます｡ 

●アルミ箔ごみは､一般ごみとして他の燃えるごみとともに

収集され､焼却されて灰となるため､埋立てられた灰はもっと

早く土に還ると考えられます。 

 

Q8.

A. 



 
 

アルミ箔の 

リサイクルの課題はなんですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
※アルミ箔は2012年度出荷量、アルミ缶・スチール缶は2011年度消費量、 

プラスチックは2010年国内樹脂製品消費量、古紙は2011年消費量 

 

 
家庭ごみとして廃棄される散在性の高いアルミ箔の分別､回収をどうす 

るかということや､リサイクル技術の開発を進めることが挙げられます 

が､サーマルリサイクル(エネルギー回収)やケミカルリサイクルを含め 

た総合的な方策の確立が必要となっています。 

 

●各種アルミ箔は､フィルムや紙などとの複合材として使用

されており､製品１個あたりのアルミ箔の使用量が非常に少

なく､散在性が高い材料です｡ 

●また､単品として最もまとまっている家庭用ホイルでも１回

の使用量は平均わずか３gであり､まとまった量を回収する

のが難しい状況にあります｡ 

●アルミ箔とフィルムや紙を分離する技術として､炭化分離

や油化還元法があります｡この方法でアルミ箔離して回収

することはできますが､アルミ箔の厚みが薄い場合(20μm

未満)では､これらを集めて溶解してもほとんどが溶解時に

燃えて灰になってしまいます｡ 

●固形燃料化や高炉還元法は､複合材全体としてエネルギ

ーが回収されるので非常に有効な方法です｡これらをリサイ

クルの形態として認識していくことが大切になってきます。 

Q9.

11 万トン 

６８万トン

３０万トン 970 万トン

1,695 万トン 

A. 


